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1
ワイヤーマイクホルダーを使用した取り付け
手順をご紹介します。

[ 品番 :00082120　価格 :2,420 円 ( 税込 ) ]

ワイヤーマイクホルダー

2
「ホルダーベース A」を使用して、ワイヤー
マイクホルダーを組み立てます。

組立手順は、取扱説明書をご参照ください。

マイクホルダー組み立て

●付録：ワイヤーマイクホルダー取り付け手順

3
チンカーテンを外し、口元の高さとフェイス
カバー開閉時の影響を確認してから取付け
位置を決め、ホルダーベースの両面テープを
剥がして貼付けします。

ホルダーベース貼り付け

4
左側チークパッドを戻します。

チークパッド取り付け

※チンカーテン装着時はフェイスカバー開閉時に
　チンカーテンとホルダーが干渉します。
　マイクホルダーベースが完全に接着硬化した
　ことを確認してからご使用下さい。

※必ず貼付け箇所を脱脂してください。



5
ワイヤーマイクのマイクコネクタは、内装の
隙間から外へ取り出します。

ワイヤーマイク配線

6
マイクコネクタと本体ユニットを装着し、
ベースプレートへ取り付けます。

本体ユニット取り付け

7
余った配線は、内装の隙間へ収納します。

アタッチメントのケーブルホルダーを使うと
きれいに収納できます。

配線収納

8
以上で完成です。

完成



取り付け前の準備

1
SHOEI ヘルメット [NEOTEC II] の
B+COM取り付け方法をご紹介します。
本資料では、「B+COM ヘルメット
アタッチメント SHOEI 用」を使用した
方法を解説します。
[ 品番 :00081800　価格 :2,090 円 ( 税込 )]

取付準備

2
B+COMを 1キット分用意します。

B+COM準備

3
ヘルメットのイヤーカップを取り外します。

イヤーカップ取り外し

4
左側のチークパッドも取り外します。

※内装の脱着に関しては、ヘルメットの取扱
　説明書をご参照ください。

チークパッド取り外し



スピーカーの取り付け

5
左右のイヤーホール部へ、「スピーカー
固定用面ファスナー」を貼り付けます。

面ファスナー貼り付け

6
耳とスピーカーとの隙間が生じやすいため、
「スピーカー調整パッド」を 1枚貼り付ける
ことをおすすめします。

※個人差があるため、必ず調整してください。

調整パッド貼り付け

7
右側スピーカーを取付けます。
イヤーホールにそのまま合わせるのではなく、
できる限りヘルメット前方、チンストラップ
の根元側へ寄せるのがコツです。

スピーカー取り付け

8
ヘルメット後方右側のスナップを外し、
配線をスナップの内側に通します。

スピーカー配線



9
内装の裏側に配線を通します。

スピーカー配線 2

10
左側も同様に配線を通していきます。

スピーカー配線

11
スピーカーを貼り付けます。

スピーカー配線 2

12
ベースプレート、および B+COM ヘルメット
アタッチメント一式を用意します。

B+COM ヘルメットアタッチメント SHOEI 用
[ 品番 :00081800　価格 :2,090 円 ( 税込 )]

アタッチメント準備

ヘルメットアタッチメントの取り付け



13
付属のアルコールシートを使用して、
ヘルメットアタッチメント、ベースプレート、
ヘルメットの貼付け面をそれぞれ脱脂します。

貼付け面の脱脂

14
付属の両面粘着シートを貼り付けます。

両面粘着シート貼付け

15
図のような状態になります。

両面粘着シート貼付け 2

16
ベースプレートと貼り合わせます。

ベースプレート貼り付け

▼貼付け位置



17
図のような状態になります。

ベースプレート貼り付け 2

18
ヘルメット左側のインカム装着用カバーを
取り外します。

※脱着手順に関しては、ヘルメットの取扱
　説明書をご参照ください。

インカム装着用カバー取り外し

19
アタッチメントの剥離シートを剥がし、
ヘルメットの形状に合わせて貼付けます。

アタッチメント貼り付け

20
これでベースプレートの取付けは完了です。

※接着硬化まで約 24時間を要します。
　完全に接着されるまでご利用しないで
　ください。

アタッチメント貼り付け 2



21
左側チークパッドへ、ワイヤーマイクを
仕込みます。
図の丸印の部分に、集音部が位置するように
します。

チークパッド準備

22
図の矢印部分のホックを外します。

チークパッド準備 2

23
チークパッド内部へ、ワイヤーマイクの
集音部を奥まで差し込みます。

※集音部が外側を向くようにします。
　穴の空いている方が、集音する方向です。

ワイヤーマイク仕込み

24
完成したら、チークパッドをヘルメットに
戻します。

ワイヤーマイク仕込み 2

マイクの取り付け



26
本体ユニットを取り付け、ワイヤーマイクや
スピーカーのコネクタを接続します。

配線収納

27
以上で完成です。

完成

本体ユニットの取り付け

25
アタッチメントのケーブルホルダーを
利用すると、配線がきれいに格納できます。

ケーブルの取り回し


